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第
三
十
八
条
第
一
項
中「（
委
任
を
受
け
て
任
命
権
を
行
う
者
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）」を
削
り
、「
限
る
。」の
下
に「
第

七
十
九
条
第
一
項
及
び
第
八
十
一
条
第
二
項
を
除
き
、」を
加
え
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

６

当
該
機
関
に
勤
務
す
る
職
員
が
対
象
障
害
者
で
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
に
よ

り
行
う
も
の
と
す
る
。

７

厚
生
労
働
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
任
命
権
者
に
対
し
て
、
前
項
の

規
定
に
よ
る
確
認
の
適
正
な
実
施
に
関
し
、
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
条
の
見
出
し
中
「
通
報
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
任
命
権
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生

労
働
大
臣
に
通
報
し
た
内
容
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
三
条
第
一
項
中
「
次
章
」
の
下
に
「
及
び
第
八
十
一
条
の
二
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

９

当
該
事
業
主
が
雇
用
す
る
労
働
者
が
対
象
障
害
者
で
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類

に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
十
五
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
第
七
十
八
条
第
一
項
各
号
」
を
「
第
七
十

八
条
第
二
項
各
号
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
第
一
項
中
「
及
び
第
三
項
」
を
「
、
第
三
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
、
第
五
項
」

を
「
、
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
中
第
六
項
を
第
八
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。

９

当
該
事
業
主
が
雇
用
す
る
労
働
者
が
特
定
身
体
障
害
者
で
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

書
類
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
十
八
条
中
第
五
項
を
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
及
び
次
項
」
を
「
、
次
項
及
び
第
九
項
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

当
該
機
関
に
勤
務
す
る
職
員
が
特
定
身
体
障
害
者
で
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類

に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

５

厚
生
労
働
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
任
命
権
者
に
対
し
て
、
前
項
の

規
定
に
よ
る
確
認
の
適
正
な
実
施
に
関
し
、
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一
の
二

特
に
短
い
労
働
時
間
以
外
で
の
労
働
が
困
難
な
状
態
に
あ
る
対
象
障
害
者
を
特
定
短
時
間
労
働
者
（
短
時

間
労
働
者
の
う
ち
、
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
時
間
の
範
囲
内
に
あ
る
者
を
い
う
。

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）と
し
て
雇
い
入
れ
る
事
業
主
又
は
対
象
障
害
者
で
あ
る
特
定
短
時
間
労
働
者
を
雇

用
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
者
の
雇
入
れ
又
は
雇
用
の
継
続
の
促
進
を
図
る
た
め
の
特
例
給
付
金
を
支

給
す
る
こ
と
。

第
五
十
条
第
四
項
中
「
第
四
十
八
条
第
六
項
」
を
「
第
四
十
八
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
の
見
出
し
中
「
助
成
金
」
を
「
特
例
給
付
金
及
び
助
成
金
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
四
十
九
条

第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
四
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
二
の
特
例
給
付
金
及
び
同
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
前
項
の
」
の
下
に
「
特
例
給
付
金
及
び
」
を
加
え
る
。

第
五
十
二
条
第
二
項
中「（
第
八
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
「
事
業
主
等
」
と
い
う
。）」
を
削
る
。

第
五
十
三
条
第
一
項
中
「
調
整
金
」
の
下
に
「
、
同
項
第
一
号
の
二
の
特
例
給
付
金
」
を
加
え
る
。

第
五
十
四
条
第
五
項
及
び
第
五
十
五
条
第
三
項
中
「
第
四
十
八
条
第
六
項
」
を
「
第
四
十
八
条
第
八
項
」に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
第
七
項
中
「
第
四
十
八
条
第
六
項
」
を
「
第
四
十
八
条
第
八
項
」
に
、「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
八

項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
基
準
に
適
合
す
る
事
業
主
の
認
定
）

第
七
十
七
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
常
時
三
百
人
以
下
で
あ
る
事
業
主
か
ら
の
申
請
に

基
づ
き
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
事
業
主
に
つ
い
て
、
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
及
び
雇
用

の
安
定
に
関
す
る
取
組
に
関
し
、
当
該
取
組
の
実
施
状
況
が
優
良
な
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
旨
の
認
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
四
十
三
条
第
八
項
の
規
定
は
、
前
項
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
の
算
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
七
十
七
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
表
示
等
）

第
七
十
七
条
の
二

前
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
（
次
条
に
お
い
て
「
認
定
事
業
主
」
と
い
う
。）は
、商
品
、

役
務
の
提
供
の
用
に
供
す
る
物
、
商
品
又
は
役
務
の
広
告
又
は
取
引
に
用
い
る
書
類
若
し
く
は
通
信
そ
の
他
の
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
商
品
等
」
と
い
う
。）に
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
表
示
を
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２

何
人
も
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
商
品
等
に
同
項
の
表
示
又
は
こ
れ
と
紛
ら
わ
し
い
表
示
を
付

し
て
は
な
ら
な
い
。

（
認
定
の
取
消
し
）

第
七
十
七
条
の
三

厚
生
労
働
大
臣
は
、
認
定
事
業
主
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
七
十
七
条

第
一
項
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
七
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と
き
。

二

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

三

不
正
の
手
段
に
よ
り
第
七
十
七
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
と
き
。

第
七
十
八
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
を
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
任
命
権
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
担
当

す
る
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
及
び
そ
の
雇
用
の
継
続
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
設
又
は
設
備
の
設
置
又
は
整
備
そ
の

他
の
諸
条
件
の
整
備
を
図
る
た
め
の
業
務

二

障
害
者
活
躍
推
進
計
画
の
作
成
及
び
障
害
者
で
あ
る
職
員
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
取
組

の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
の
業
務

三

第
三
十
八
条
第
一
項
の
計
画
の
作
成
及
び
当
該
計
画
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
の
業
務

四

第
三
十
八
条
第
七
項
、第
三
十
九
条
第
二
項
及
び
第
四
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
と
き
は
、

当
該
勧
告
に
係
る
厚
生
労
働
省
と
の
連
絡
に
関
す
る
業
務

五

第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
及
び
第
八
十
一
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
届
出
を
行
う
業
務

第
七
十
九
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中「（
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
及
び
精
神
障
害
者
（
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
八
十
一
条
に
お
い
て

同
じ
。）」、「
厚
生
労
働
大
臣
が
行
う
講
習
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
」
及
び
「
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
項
を
同

条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
任
命
権
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
数
以
上
の
障
害
者
（
身
体
障
害
者
、
知
的
障

害
者
及
び
精
神
障
害
者
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
限
る
。）に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
八
十
一
条
に
お
い

て
同
じ
。）で
あ
る
職
員
（
常
時
勤
務
す
る
職
員
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
八
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）

が
勤
務
す
る
事
業
所
に
お
い
て
は
、
そ
の
勤
務
す
る
職
員
で
あ
つ
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
行
う
講
習
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
資
格
認
定
講
習
」
と
い
う
。）を
修
了
し
た
も
の
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
も
の

の
う
ち
か
ら
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
障
害
者
職
業
生
活
相
談
員
を
選
任
し
、
そ
の
者
に
そ
の

勤
務
す
る
障
害
者
で
あ
る
職
員
の
職
業
生
活
に
関
す
る
相
談
及
び
指
導
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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